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本書の内容 

Sample Scheduler for OpenLAB は、Galaxie ソリューション 
（Galaxie CDS / Galaxie Scheduler）を OpenLAB CDS  
ソリューションに置き換えることを促進するように設計されています。 

スケジューラは CDS と密接に連携するため、一部の機能や動作がソ
リューション間で異なります。 

本書では、これらの相違点や制限事項について詳しく説明します。 

Sample Scheduler for OpenLAB には、新しい機能（シーケンス分析
など）も追加されています。これらの機能の詳細については、
『Sample Scheduler for OpenLAB インストールおよびコンフィグ 
レーションガイド』と『Sample Scheduler for OpenLAB オンライン
ヘルプ』を参照してください。 
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1. スケジューラのインスタンス 

どちらのスケジューラアプリケーションもデータベースを使用し、 
クライアント/サーバーコンフィグレーションで動作します。 

クライアント/サーバーの管理が両ソリューションで異なるため、 
インスタンスは CDS ソリューションに適応させました。 
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Galaxie Scheduler のインスタンス 
Galaxie Scheduler のインスタンスは Galaxie CDS のクライアント/ 
サーバーに合わせられています。  

 スケジューラデータベース（Firebird）とスケジューラエンジン
（Run Manager）は、Galaxie サーバーコンピューター上に 
インストールされます。 

 Scheduler クライアントは、Galaxie クライアントコンピューター
上にインストールされます。これは、測定サーバーであってもな
くてもかまいません。 

 

 
 

図 1 Galaxie Scheduler  
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表 1 Galaxie Scheduler 

Galaxie サーバーコンピューター Galaxie クライアントコンピューター 

Scheduler エンジン（Run Manager）： 
 LIMS フォルダーを 

スキャンして  
XML コマンドを検出し、 
その有効性をチェック 

 データベース内の  
XML コマンドパラメータを

送信 
 分析の実行を管理：Galaxie 

Acquisition サーバーと通信 
 Galaxie の資格情報を 

チェック：ユーザー 
（ユーザープロファイル） 
/プロジェクト/グループ 

Scheduler クライアント： 
 Galaxie の資格情報に従って

分析を表示：ユーザー 
（ユーザープロファイル） 
/プロジェクト/グループ 

 Galaxie クライアント内で 
クロマトグラムを開く 

 

Sample Scheduler for OpenLAB のインスタンス 
Sample Scheduler for OpenLAB のインスタンスは、OpenLAB CDS 
がインストールされている複数のコンピューターに分散させることが
できます。  

 データベースは、SQL Server データベースです。これは、任意の
コンピューターにインストールできます。 

 Galaxie Scheduler Run Manager は、次の 2 つのエージェントで
置き換えられます。   

 Sample Scheduler Agent は、OpenLAB CDS がインストール
されているコンピューターにインストールされ、分析実行の
管理を目的とします。 

 Sample Scheduler LIMS Agent は、OpenLAB CDS が 
インストールされている任意のコンピューターにインストー
ルされ、LIMS コマンドフォルダーをスキャンして XML コマ
ンドを検出し、その有効性を検証します。 
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Scheduler クライアントは、Sample Scheduler for OpenLAB  
クライアントに置き換えられました。この新しいクライアントは、
OpenLAB CDS がインストールされている任意のコンピューターにイ
ンストールできます。 

Sample Scheduler Agent、Sample Scheduler LIMS Agent、および 
Scheduler クライアントは、同じコンピューター上にインストールで
きます。 

 

図 2 Sample Scheduler for OpenLAB 
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2. Scheduler コンフィグレーション 

Galaxie Scheduler コンフィグレーション 
Galaxie Scheduler のコンフィグレーションは、以下の情報を持つ
SCHV2_Param.ini ファイルから行われます。 

 一般的なスケジューラ コンフィグレーション パラメータ：データ
ベースコンピューターの名前、LIMS コマンドフォルダー、一般的
な動作など 

 XML コマンドで定義されていない場合、分析に起因する 
デフォルト値：初期ステータス、バイアル位置など 

 クライアント内で権限のあるスケジューラアクション：分析の 
停止、クイックスタートなど 

Galaxie Scheduler クライアントのレイアウトは、ユーザーごとに以下
の 2 つのファイルに保存されます。  

 SCHV2_Client_ExperimentQueueGridsettings.ini 

 SCHV2_Client_TaskDetailsGridsettings.ini 

これら 3 つの .ini ファイルは、Galaxie サーバーコンピューターから
のみ利用できます。 
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Sample Scheduler for OpenLAB コンフィグレーション 
Sample Scheduler for OpenLAB コンフィグレーションのパラメータ
は、SQL Server データベースに保存されます。このパラメータは、専
用のインターフェイス（スケジューラコンフィグレーション）で表示
され、Sample Scheduler クライアントがインストールされている任
意のコンピューターから参照できます。Sample Scheduler for 
OpenLAB コンフィグレーションにアクセスできるのは、OpenLAB 
CDS Control Panel で Sample Scheduler 管理者（管理者 - Sample 
Scheduler）を割り当てられた場合だけです。クイックアクセスは、
スタートメニューから使用できます。 

Sample Scheduler for OpenLAB クライアントレイアウトは、SQL デ
ー 
タベースにユーザーごとに保存されます。 

Galaxie Scheduler コンフィグレーションと  
Sample Scheduler for OpenLAB コンフィグレーションの 
パラメータの比較 

Sample Scheduler for OpenLAB では新機能が追加されたため、 
コンフィグレーションパラメータのリストは Galaxie Scheduler より
も増えています。  

ここでは、共通するパラメータのみ比較します。 

次の表は、Galaxie Scheduler のコンフィグレーションファイル
SCHV2_Param.iniでコンフィグレーションされるパラメータと、Sample 
Scheduler for OpenLAB で対応するパラメータを示します。 

表 2 データベース  

Galaxie Scheduler Sample Scheduler for OpenLAB 

Server name N/A 
Server port N/A 

Server timeOut N/A 
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表 3 サーバー 

Galaxie Scheduler Sample Scheduler 
for OpenLAB 

コメント 

LoggingLevel N/A  
LoggingByProcess N/A  
KeepLog N/A  
MemCheck N/A  
CustomGUI N/A  
QuickStart N/A アクションを実行する権限は、

OpenLAB ロール（OpenLAB Control 
Panel 内）で定義されます。 
Sample Scheduler for OpenLAB では、 
権限はユーザーごとに割り当てら

れます。Galaxie Scheduler のように
アプリケーション全体には割り当
てられません。 

再開 N/A  
結合 N/A  
StopSystem N/A  
ChangeSystemMethod N/A  
AutomaticRefreshPeriod システム 

コンフィグレーション 
/クライアント 
/自動更新の間隔 

 

Run Queue State Colors システム 
コンフィグレーション 
/クライアント 
/ステータスカラー： 
ステータス 

 

 分析変数 i：クライア
ントに表示される名
前、すべてのユーザ
ーに定義されます。 

Galaxie Scheduler の E_Custom 変数に

対応。E_Custom 変数に割り当てら
れる名前は、

SCHV2_Client_ExperimentQueueGridsett
ings.ini 内でユーザーによって定義
されます。  
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表 4 ライセンス   

Galaxie Scheduler Sample Scheduler for 
OpenLAB 

コメント 

ライセンス番号 N/A Sample Scheduler for 
OpenLAB のライセ

ンスは、OpenLAB 
Control Panel 内で

定義されます。 

 

注記 Sample Scheduler for OpenLAB にはその他のコンフィグレーションパラメータが

追加されています。詳細については、『Sample Scheduler for OpenLAB  
インストールおよびコンフィグレーションガイド』を参照してください。 
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3. XML コマンドスキーマ 

Galaxie Scheduler と Sample Scheduler for OpenLAB のどちらとも、
LIMS は XML コマンドから分析オーダーを作成します。これらのコマ
ンドには、分析の実行に使用される情報と測定パラメータの値が入っ
ています。 

Sample Scheduler for OpenLAB には、分析オーダーを SQL クエリか
ら LIMS データベースに直接収集する機能が追加されています。これ
により、Sample Scheduler では XML コマンドを作成できない LIMS 
もサポートされます。詳細については、『Sample Scheduler for 
OpenLAB インストールおよびコンフィグレーションガイド』を参照
してください。 

XML コマンド 
XML コマンドの構造は、XML の有効性ルールを確立する XML  
スキーマと一致する必要があります。コマンドを LIMS によって作成
する場合、その他の条件の確認に加えて、CDS による測定の実行に必
要なパラメータに値が割り当てられているかを確認するために、作成
されたコマンドをスケジューラがチェックします。 

有効性ルールが満たされていれば、XML が受け入れられ、Scheduler 
クライアント内に分析が作成されます。 

有効性ルールが満たされてなかった場合は、その XML コマンドは削
除されます。Scheduler クライアント内に分析は作成されません。 
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Galaxie Scheduler は、Galaxie CDS で必要とされるすべての測定パラ
メータ（バイアル、注入量、説明、倍率など）の Galaxie メソッドで
の値を回復させることができます。XML コマンドの測定パラメータに
値が割り当てられていない場合は、メソッドで定義されている値が使
用されます。このために、LIMS によって作成された XML コマンドに
は有効であるとみなされる情報がわずかしか含まれていない場合があ
ります。 

Sample Scheduler for OpenLAB の場合は、注入量以外の測定パラメー
タはメソッドから取得できません。OpenLAB CDS が測定を実行する
には測定パラメータが必要ですが、すべての LIMS がそれらすべてに
値を割り当てることができないため、システム管理者がスケジューラ
のコンフィグレーションで自分の LIMS 機能に合う必須パラメータの
リストを設定できるようになりました。これにより、多くのコマンド
が拒否されるのを回避することができます。Sample Scheduler の XML 
スキーマは、必須パラメータのこのリストに適合し、さらに OpenLAB 
CDS アーキテクチャにも一致するように変更されました。XML の構造
は、可能な限り Galaxie の XML スキーマと似たものになるように定義
されています。 

 

注記 XML スキーマ（.XSD）は、Sample Scheduler for OpenLAB セットアップにより提

供され、<Sample Scheduler for OpenLAB>/Documentation フォルダーから取得でき

ます。 

 

表 5 XML スキーマ  

Galaxie Scheduler の XML パラメータ Sample Scheduler for OpenLAB の 
XML パラメータ 

<Experiment>  

TypeCommand [CANCEL] 
 
Experiment ID* 
 
Group** 
Project** 

使用されるその他の XML スキーマ 
Template 
SampleName  * / ** 
Identifier* 
- 
Project** 
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表 5 XML スキーマ  
User** 
Injection Number 
Initial State** 
E_Custom1 ～ E_Custom5 
+ <Task> セクション 

User** 
Replicates 
State** 
AnalysisVariable1 ～ AnalysisVariable5 
+ <Tasks> セクション 

<Task> <Tasks>/<Task> 

- 
- 
MethodFullFileName* 
OptionalMethodList / 
MethodFullFileName 
- 
T_Custom1 ～ T_Custom10 
+ <Injector> セクション 

ResultName** 
Processing MethodName 
（InstrumentName/MethodName） 
（InstrumentName/MethodName） x N 
CanUseMethodInjectionVolume 
InstrumentVariable1 ～ 
InstrumentVariable10 
+ <InjectionSources> セクション 

<Injector> <Towers>/<Tower> 

- 
RunName** 
+ <Sample Info> セクション 
+ <Calibration> セクション 
+ <InternalStandard> セクション 

InjectionSource 
- 
+ <Sample Info> セクション 
+ <Calibration> セクション 
+ <InternalStandard> セクション 

<SampleInfo> <SampleInfo> 

Description/Line 
RackNumber 
AutoSamplerPosition 
- 
InjectionVolume 
InjectionVolumeUnit 
SampleMass 
SamplemassUnit 
- 
- 

Description/Line 
- 
Vial 
UseMethodInjectionVolume 
InjectionVolume 
InjectionVolumeUnit 
SampleAmount 
SampleAmountUnit 
Multiplier 
Dilutor 
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表 5 XML スキーマ  

<Calibration> <Calibration> 

SampleType 
(Unknown、Blank、ControlSample、
ControlSampleLevelI、Standard) 

SampleType 
(Sample、Cal.Std.) 

Level Level 
CalibrationMode 
（Add、ClearLevelOnly、
ClearOldPoints） 

CalibrationRuntype 

<InternalStandardValues> <InternalStandard> 

 

InternalStandardItem /Item （つまり、

ISTD 名） 
InternalStandardItem /Value 
- 

- 
InternalStandardAmount 
InternalStandardAmountUnit 

<Variables> - 

Variable/Identifier 
Variable/Value 

取り扱いなし 

*： XML で必須  
**： デフォルト値が 
コンフィグレーションで 
定義されている場合を除き、 
XML で必須 

*： XML で必須  
必須パラメータのリストは、 
システムコンフィグレーション/コマ

ンド内で定義されます。 
**：コンフィグレーションで 
定義されているデフォルト値 

注記 Sample Scheduler for OpenLAB の XML コマンドでトークンを定義できます。サン

プル名、結果名 およびデータファイル名（OpenLAB CDS トークン（機器名：

<I>、ユーザー名：<U> など）、およびスケジューラのトークン（分析変数：

<A1>、サンプルカスタムパラメータ：<SCP1>）のトークンが使用できます。 
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XML の必須パラメータ 
Galaxie Scheduler の場合は、XML コマンドで値を割り当てなければ
ならないパラメータはコンフィグレーションできません。  

最小限の XML コマンド（コンフィグレーションで定義されるすべて
のパラメータ、例えば Data File Name、Initial State Project などに 
デフォルト値が割り当てられている場合）にも、必ず以下のパラメー
タを含ませてください。 

 ExperimentID 

 MethodFullFileName （パス/メソッド名） 

Sample Scheduler for OpenLAB の場合、XML コマンドで値が割り当
てられていなければならないパラメータは、システムコンフィグレー
ション/コマンドパネルで設定されます。  

この機能の詳細については、『Sample Scheduler for OpenLAB イン
ストールおよびコンフィグレーションガイド』を参照してください。 

XML パラメータとコンフィグレーションパラメータ間での 
優先順位のルール 

Project、User、State などの一部のパラメータは、XML でもスケ 
ジューラのコンフィグレーションでも値を割り当てることができます。 

Galaxie Scheduler の場合は、一部の値をメソッドから回復させること
も可能です。 

どちらのスケジューラでも、優先順位のルールは、与えられたパラ 
メータでどの値が使用されるかが分かるように設定されています。 

Galaxie の場合、優先順位のルールは次のようになっています。 
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表 6 優先順位  

パラメータ： Galaxie Scheduler の優先順位： 

Data file name 
 
 
 
User input variables 
 
 
User/Group/Project 
 
Initial State 
 
その他のパラメータ 

Galaxie メソッド < XML コマンド <  
SCHV2_Param.ini  
(= コンフィグレーション)  
 
Galaxie メソッド ＜ XML コマンド < 
SCHV2_Param.ini 
 
SCHV2_Param.ini ＜ XML コマンド 
 
SCHV2_Param.ini ＜ XML コマンド 
 
XML コマンド 

 

Sample Scheduler for OpenLAB では、同種の優先順位ルール管理が
できるように、XML で定義されたすべてのパラメータが、 
スケジューラのコンフィグレーションで定義されたデフォルト値に上
書きされます。 

Galaxie Scheduler と Sample Scheduler for OpenLAB のどちらも、 
ユーザーはクライアント内で測定パラメータの値を編集できます。 
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キャンセルコマンド 
Galaxie Scheduler のキャンセルコマンドの目的は、まだスケジューラ
によって実行されていない分析をプログラム的にデータベースから削
除することです（［待機中］と［スケジュール］の分析）。 

Galaxie Scheduler では、「Experiment ID」タグでデータベースから
削除するには、ユーザーが XML で「TypeCommand」タグを追加し、
分析の ID を定義する必要があります。 

Sample Scheduler for OpenLAB では、「キャンセル」機能の管理に
は、次に示す別の XML スキーマが使用されます。
SchedulerAction.xsd対応するコマンドは、次のようになります。 

 
<SchedulerAction>  

  <Identifier>キャンセルする実験のサンプル ID    
  </Identifier>  

  <Type>Delete</Type> 

</SchedulerAction> 
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4. Scheduler クライアントの機能 

Sample Scheduler クライアントインターフェイスは、Galaxie 
Scheduler と比べて進化しており、新しい機能が組み込まれて 
います。  

 

表 7 機能  

Galaxie Scheduler Sample Scheduler for OpenLAB 

ツールバー ツールバー 
分析キューグリッド： 

 ラボにあるすべての機器の

分析のリスト 
 編集なし 

分析テーブル： 
 ラボにあるすべての機器の

分析のリスト 
 すべてのパラメータの編集 

分析編集グリッド： 
 分析キューグリッドで 

選択されている 
分析の測定パラメータの 
編集 

シーケンステーブル： 
 シーケンスラインの編集 

 

編集グリッドは、Sample Scheduler for OpenLAB では削除され 
ました。スケジューラ内でシーケンスの管理が行えるように、シーケ
ンステーブルが追加されました。 
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分析編集 
Galaxie Scheduler では、分析の編集は編集グリッド内で実行され、 
キューグリッドの下に置かれます。分析パラメータのみ編集可能です。 

Sample Scheduler for OpenLAB では、分析編集は分析テーブル内で
直接実行されます。コマンドで定義されるパラメータは、分析 ID を
除き、すべて編集可能です。 

キャリブレーション 

Galaxie CDS では、未知、標準、ブランク、コントロールサンプル、
レベル i のコントロールサンプルの 5 種類のキャリブレーション 
モードがあります。 

Sample Scheduler for OpenLAB では、すべてのサンプルタイプと 
キャリブレーションモードがサポートされます。  

ユーザー変数 

Galaxie Scheduler は、Galaxie CDS Global ユーザー入力変数を処理
します。ユーザーは、これらの変数それぞれの値を Scheduler クライ
アントおよび XML コマンドから定義することができました。 

Sample Scheduler for OpenLAB では、OpenLAB CDS の変数を処理
しません。 

最終更新者のパラメータ 

Galaxie Scheduler では、最終更新者は、分析がスケジュール/適用済
み/実行中または完了のいずれかの場合にのみ分析に関連付けられます
（分析のステータスが待機のときには、最終更新者はありません）。
分析がユーザーによって手動でスケジュールされた場合、またはクイ
ックスタートから開始された場合は、分析が開始（適用）されるまで
は接続されているユーザーの名前が最終更新者に入り、その後、コン
フィグレーションファイル（SCHV2_param.ini）で定義されている 
ユーザーの名前が入ります。実際 Galaxie Scheduler では、すべての
測定を管理するのは Run Manager になり、その関連付けられている
名前はコンフィグレーションファイルで定義されているものになりま
す。クロマトグラムの監査証跡では、分析を開始した（スケジュール
した）ユーザーが割り当てられます。 
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Sample Scheduler for OpenLAB では、最終更新者の管理が改善され
ています。  

 最終更新者の値は、分析のステータスに関係なくすべての分析に
割り当てられます。 

 ユーザーが分析を編集すると、そのユーザーの名前が最終更新者
に割り当てられます。 

 LIMS によって分析が作成された場合は、LIMSという値が 
最終更新者に割り当てられます。 

スケジューラテーブルのパラメータ変換 

Galaxie では、分析キューグリッドと分析編集グリッドのどちらから
でも、すべての列名をユーザーが変更することができます。  

Sample Scheduler for OpenLAB では、パラメータの名前変更はでき
ません。 

Scheduler クライアントからの分析の追加 
Galaxie Scheduler では、クライアントからの分析の追加は、クイック
スタート機能を使って行われます。  

Sample Scheduler for OpenLAB では、分析メカニズムの追加が変更
されています。クイックスタートは、追加に置き換えられました。 
専用画面はなく、新しい分析は編集モードの分析テーブル内に直接追
加され、必要なパラメータをユーザーが定義できます。 
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5. Sample Scheduler for OpenLAB の
制限事項 

測定メソッドおよび解析メソッドのデフォルト値 
測定と解析のパラメータ値（バイアル、注入量、サンプルアマウント
など）を、Galaxie CDS のメソッドのように OpenLAB CDS メソッド
から回復することはできません。 

この制限事項のため、次の Galaxie Scheduler 機能は Sample 
Scheduler for OpenLAB にはありません。 

 デフォルトメソッド値を使った XML コマンドの完成 
（コマンド内で値が定義されていない場合） 

 クイックスタートで追加された分析の 
デフォルトメソッド値による自動完成 
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このマニュアルは、以下に関する Galaxie Scheduler と 
Sample Scheduler for OpenLAB の主な相違点について

説明しています。 
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